
酪農学園大学・農食環境学群・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３０１０９

若手研究

2023～2018

知的・発達障害をもつ若年層のDV予防教育プログラム開発

Development of DV prevention program for young people with intellectual and 
developmental disabilities.

５０７４３０８５研究者番号：

須賀　朋子（Suga, Tomoko）

研究期間：

１８Ｋ１８２９４

年 月 日現在  ６   ４ １２

円     1,400,000

研究成果の概要（和文）：若年層を中心に起きているデートDVは、近年増加傾向にある。特に知的障害・発達障
害がある生徒がデートDVに巻き込まれていることが社会問題になっている。しかし本人たちは、デートDVを受け
ていることに気づかずに、ひどい状況に陥ることが多い。また、相談をすることができない生徒も多い。これら
のことを明らかにしていくために、特別支援学校・学級の経験がある教員にインタビュー調査を行った。また、
特別高等支援学校の生徒にDV予防教育の介入授業を行い、アンケート調査を行った。

研究成果の概要（英文）：Dating DV, which occurs mainly among young people, has been on the increase 
in recent years. In particular, students with intellectual and developmental disabilities are 
involved in dating DV, which has become a social problem. However, the individuals themselves are 
often unaware that they are being subjected to dating DV and find themselves in a terrible 
situation. Many students are also unable to seek advice. In order to clarify these issues, an 
interview survey was conducted with teachers who had experience in special schools and classes. In 
addition, intervention classes on DV prevention education were given to students in special tertiary
 schools and a questionnaire survey was conducted.

研究分野： ジェンダー
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
知的・発達障害特別支援学校・学級の教員７名にインタビュー調査を行った結果から、全員の教員から、生徒が
デートＤＶ被害に巻き込まれたことを見聞きしていることが明らかとなった。また軽度の知的・発達障害をもつ
生徒が通学する高等支援学校でのＤＶ予防教育の授業後でも「誰かに相談できる」と回答した生徒は57.2％と６
割にも届かなかった。このことから繰り返しのＤＶ予防教育の必要性と、周囲の大人の注意深い見守りが必要で
あることが示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

2015 年の内閣府の調査（10 代から 30 代の交際相手がいたことがある女性 904 名、男性 943
名）では女性の 19.1％、男性の 10.6％が交際相手から 1 度でもひどい暴力を受けたことがある
と回答していた 1）。尚、直近の 2024 年度の内閣府の調査では女性の 22.7％、男性の 12.0％が交
際相手から暴力被害を受けたことがあると回答している 2）。また 2011 年に DPI 女性障害者ネ
ットワークが行った障害女性当事者 87 名への聞き取り調査では回答者の 35％が「性暴力被害
経験がある」と回答し、被害を受けた場所は家庭内や職場、学校、福祉施設と回答をした３）。こ
れらの日本の状況を概観して、DV の問題、特に障害をもった女性の 35％が性暴力の被害者で
ある状況は見過ごせないことから、障害を持った若年層に DV・性暴力予防教育を行うことによ
り、生涯に渡って未然に被害、加害をふせげるのではないかという着想のもと、本研究に着手し
た。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は知的または発達に障害をもつ若年層が、親密な関係にある者またはあった者

から暴力を振るわれること、または振るうことを予防するための人権教育プログラムの開発を
行うことである。 
 
３．研究の方法 
１）知的・発達障害特別支援学校または学級の教員へのインタビュー調査（調査１） 
知的・発達障害特別支援学校または学級の教員 7 名に半構造化面接を行い、IC レコーダーに録
音（約 5 分）し、質的統合法で分析を行った。質問項目は「①生徒がデート DV 被害を受けたこ
とを聞いたことがあれば具体的に話してください。②生徒が虐待を受けていたり、DV 家庭であ
ることを感じることがあれば具体的に話してください。③知的・発達障害特別支援学校や学級で
DV 予防教育は必要だと思うか？どんな内容を盛り込んだほうが良いか教えてください。」の 3項
目を質問した。インタビューから得たデーターを書き起こし精読をした。質的統合法を用い、意
味内容の類似性に従い分類し、抽象度を上げるごとに小表札＜ ＞、中表札「 」、大表札【 】
として表示した。 
２）高等支援学校での DV 予防教育の介入授業と、授業後のアンケート調査（調査２） 
A 県にある知的・発達障害のある生徒が通う高等支援学校（障害者手帳を持っているか、中学ま
で通級学級や特別支援学級に通学していたことが入学の条件となる）において DV 予防の介入授
業を行った。 
 対象は高校 1年生から３年生までの 33 名（男 18、女 15）でパワーポイントを使用して 60 分
間の授業を行った。授業の内容は①人との出会いについて、②デート DV に至る場面のストーリ
ー（男子編と女子編）、③お互いを尊重するとはどういうことか？④暴力の種類、⑤暴力のサイ
クル、⑥DV の定義、⑦DV の被害者の数、⑧DV はだれにでも起こりえること。授業のなかで暴力
の種類と暴力のサイクルについては、ゆっくりと丁寧に説明を行った。 
 授業後、アンケート用紙を生徒に配布し記入を依頼した。アンケートの内容は以下の通りで、
各問、いずれか 1つを選ぶこととした。（1）デート DV について知ってよかったか？〔よかった・
どちらかといえばよかった・どちらかといえばそう思わない・そう思わない〕、（2）授業後、デ
ート DV が自分に関係のあることだと思ったか？〔関係のあることだと思った・少しは関係ある
と思った・あまり関係があることだと思わなかった・自分にはやっぱり関係ないことだと思っ
た〕、（3）交際相手との間で次のような行為があったとき、その行為を暴力だと思うか？①殴っ
たりけったりする、②どなる、③長時間無視する、④メールチェックや友達づきあいを制限する、
⑤交際費をいつも払わせる、⑥避妊に協力しない〕これらの行為を〔そう思う・どちらかと言え
ばそう思う・どちらかと言えばそう思わない・そう思わない〕のなかから、各問、１つを選ぶこ
ととした。（4）あなたが交際した場合、次のようなときに自分はどのように対応するか？①交際
相手と意見が合わないとき〔自分の意見に従わせる・話し合いで決める・自分の意見を言うが相
手に合わせる・相手に合わせる〕、②交際相手に腹がたったとき〔非難する・無視する・がまん
する・自分の気持ちを言葉で伝える〕、③暴力を振るったとき〔あやまる・あやまらない・交際
をやめる〕、④暴力を振るわれたとき〔やめてという・やり返す・がまんする・にげる〕、⑤暴力
を振るわれたら相談するか？〔だれにも相談しない・気づいてもらえるようにふるまう・だれか
にメールなどで相談する・だれかに直接相談する〕。各問、いずれか 1つを選ぶこととした。 
                    
４．研究成果 
１）調査１ 
教員７名へのインタビュー調査から抽出された「知的・発達障害特別支援学校・学級の生徒が

受けたデート DV」を（表１）に示した。「公園の障害者トイレに連れ込まれての性行為」という
内容が複数の教員から抽出されたことから、地域で公園のトイレの巡回などをする必要がある
ことが研究から明らかとなった。「虐待を受けていたり、DV 家庭であることをどのように知るか」
から抽出された内容を（表２）に示した。子どもの様子から判断することが多いことが明らかと



なった。「知的障害のある生徒への DV 予防教育の必要性と内容」から抽出されたことを（表３）
に示した。７名全員の教員が「DV 予防教育は知的に障害がある生徒に必要」と回答したことか
ら重要性が明らかとなった。 
 

 
 

 

表2 虐待を受けていたり、DV家庭であることをどのように知るか
大表札 中表札 小表札

下級の学校からの
申し送り

中学部から「この子は虐待で児童相談所に保護されたことがある」

児童相談所
市の子ども支援課

「私が主人から暴力をうけているから」と言う
「主人が許さないから」と言う

親の知的問題 保護者が知的障害であるため家庭に指導が入らないことが悩み。親が身体的、言葉、性的な暴力をする

トイレの介助のときよろめいたので、抑えようと思ったら身をかがめた

高等部の子で人との距離間がおかしい、やたらとベタベタしたり、過剰反応をしたりする子がいて、DVでの離婚
家庭であった

注意されるとフリーズする
些細な事で、すぐに暴力がでる。頻度と強度が高く、暴力の家庭背景があるかなと感じる

「あっち行け」と繰り返す子がいて、家で「あんたはあっちに行って」と言われて育ったようだ

本人が「パパがママをたたく」と言う
言葉で「叩かれたんだ」という
「どうせ大人は」「お前ら仕事だからでしょ」が口癖の子がいた
小学校低学年とは思えない怖い言葉を使う

着替えの場面 あざなど、発見しやすい

学校内外
の関係者

保護者

子どもの
様子

母親

虐待や家庭の状況を教えてくれる

行動

言葉

表3 知的障害のある生徒へのDV予防教育の必要性と内容
大表札 中表札 小表札

「こういうことがDV」という正しい情報を教えたい
暴言暴力は絶対にいけないと言っている

職場（アルバイト先など）で性暴力を受けることが多い

「自分が受けていることは暴力だ」というセルフチェックができるようにしたい
自分で助けを求めることができない生徒が多い
安心した居場所、信頼できる仲間をつくる経験を積ませたい
信頼できる大人に助けを求めていいんだよということを教えたい

大人と子供の
絆を作る必要

DV予防教
育は知的
に障害が
ある生徒
に必要

生徒の知的能
力を考える必

要がある

表1 知的特別支援学校・学級の生徒が受けたデートDV
大表札 中表札

駅の障害者トイレで無理やり性行為
公園の障害者トイレで社会人に性行為をされたことを自慢げに話す
家で無理やり裸にされた
殴る蹴るの後、女子生徒が性行為を受け入れる

精神的暴力 「裸の写真を送れ」と男子生徒に命令されて女子が送ってしまった
中等部 性行為の強要 上級生が校内で下級生に性行為

性行為の強要
高等部

小表札



２）調査２ 
 A 県にある知的・発達に障害がある生徒が通う、高等支援学校で DV 予防の介入授業を行い、
授業後にアンケート調査を行った。「デート DV」についての設問の結果を（表４）に示した。「良
かった」、「どちらかと言えばよかった」と肯定的な意見が 96％であった。「交際相手との間で次
のような行為があったとき、その行為を、暴力だと思うか」の結果を（表５）に示した。「あな
たが交際した場合、次のようなときに自分はどのように対応するか」の結果を（表６）に示した。
「暴力を振るわれたら相談するか？」の設問に「だれかにメールなどで相談する」、「だれかに直
接相談する」と、相談できる考えのある生徒は、授業後でも 57.2％であった。「だれにも相談し
ない」と回答した生徒が 25.7％と高いことに注視し繰り返しの予防教育が必要であることが示
唆された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
（文献） 
1) 内閣府男女共同参画局：男女間における暴力に関する調査報告書＜概要版＞,2015. 
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3) NPO 法人全国シェルターネット：障害女性に対する暴力・複合差別の課題と支援の在り方を

考える．第 20 回全国シェルターシンポジウム in 東京抄録集、p.24, 2017. 

表5　交際相手との間で次のような行為があったとき、その行為を、暴力だと思うか。

そう思う
どちらかとい
えばそう思

う

どちらかと
言えばそう
思わない

そう思わな
い

1.殴ったり蹴ったりする 77.1 11.4 2.9 8.6
2.怒鳴る 55.9 26.5 2.9 14.7
3.長時間無視する 41.2 38.2 8.8 11.8
4.メールチエックや友達づきあいを制限する 52.9 20.6 11.8 14.7
5.交際費をいつも払わせる 55.8 26.5 5.9 11.8
6.避妊に協力しない 64.7 14.7 8.8 11.8
n=33, 数字は％

表6　あなたが交際した場合、次のようなときに自分はどのように対応するか

1.交際相手と意見
が合わないとき

自分の意見
に従わせる

5.7

話し合いで決める
57.1

自分の意見を言う
が相手に合わせる

20.1

相手に合わせる
17.1

2.交際相手に腹
だったとき

非難する2.9
無視する

14.7
がまんする

55.9

自分の気持ちを
言葉で伝える

26.5

3.暴力を振ったとき
謝る
66.7

あやまらない
9.1

交際をやめる
24.2

4.暴力を振われた
とき

やめてという
38.2

やり返す
17.6

我慢する
26.5

逃げる
17.7

5.暴力を振われた
ら相談するか

誰にも相談し
ない
25.7

気づいてもらえる
ようにふるまう

17.1

誰かにメールなど
で相談する

17.1

誰かに直接相
談する
40.1

n=33, 数字は％

表4　デートDVについて　n=33, 数字は％

1.デートDVについて
知って良かったか？

良かった
72.8

どちらかと言え
ば良かった

21.2

どちらかと言えば
そう思わない

3.0

そう思わない
3.0

2.授業後、デートDVが
自分に関係のあること

だと思ったか？

関係ある事だと
思った
24.3

少しは関係あ
ると思った

24.2

あまり関係があ
ることだと思わな

かった
27.3

自分にはやっ
ぱり関係ないこ

とだと思った
24.2

n=33, 数字は％
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